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通巻 第７７号 

令和８年７月 

 

 

 ４月に入職し、ボランティアセンターの担当となりました、佐々木と申します。 

学生時代に取り組んできたボランティア活動の経験を活かして皆さんを支えていきたい 

と思います。まだまだ未熟ですが、どうぞよろしくお願いいたします。 

地域福祉推進グループ 地域共生推進班 佐倉市ボランティアセンター 佐々木 愉康 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度新規加入団体・個人 

・佐倉おむすび食堂 

・個人ボランティア ２名  

 

第 1 部：令和 8(2026)年度総会 

 議案（活動報告・活動計画・決算・予算・役員体制） 

●全ての議案について、承認されました。 

ありがとうございました。 

第 2 部：フリートーキング 

 ＊４～５名のグループに分かれて、各々の活動内容や 

課題等、話し合いました。 
 

≪参加者のアンケートより≫ 

・欠席した行事の内容もわかり、勉強になりました。 

・フリートークをテーブルごとで自由に「おしゃべり会」は、 

お家でおしゃべりしている感じで良かった。 

・たくさんの方々がＶ連を支えている事を参加しなかったお仲間 

さんに伝えたい。 

・人生の先輩のお話は胸にしみました。 

・他市はどのようなＶ連の繋がりをしているのか知りたい。 

 

 

開催予定日 活動内容

4月26日(土) 第1回運営委員会（総会）

7月8日(水) バス研修

7月27日(月) V連協だより77号発行

10月1日(水) 赤い羽根共同募金

11月29日(日) 市民公益活動発表会2026に参加

12月6日(日) 第2回運営委員会

12月8日(火）～13日（日） 第15回障害者作品展に参加・協力

令和9年2月 広報紙「はらっぱ」52号発行

令和9年２月１１日（木・祝日） 第45回 ボランティアのつどい

令和9年3月 V連協だより78号発行

 梅雨明け後猛暑が続く毎日ですが、皆様ご健勝でお過ごしのことと思います。 

日頃より佐倉市ボランティア連絡協議会の活動にご理解、ご協力を頂きありがとうございます。 

 令和 8 年度の活動が動き出しました。今年度の活動第１弾は「バス研修」でした。 

皆様には、第１回運営委員会の際にバス研修のお知らせが出来ましたので、申し込み先着順というこ

ともあり、すぐに満席となりました。ご参加できなかった方は、是非とも来年の計画を楽しみにお待

ちください。今後ともご協力をお願いいたします。 

また、今年 5 月、私たちの仲間である友崎 彰さんがご逝去されました。これまで 

共に活動してくださったことに深く感謝し、心よりご冥福をお祈りいたします。 

佐倉市ボランティア連絡協議会 

                               会 長 住吉 アキ子 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
                 

 佐倉市ボランティア連絡協議会  会 長 住吉 アキ子 

 

http://www.sakuravren.com/
mailto:info@sakuravren.com


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 
  

 

 

 

 

  

 
 
                                                

     

  

 

  

 

  
 
 
 
 

研究所では最先端の研究に触れることが出来ましたが、 

特に印象に残ったのはスタッフの皆様の「人々のために研

究を役立てたい」という強く優しい思いでした。大きな成

果の背景には、日々の地道な努力の積み重ねがあり、その

姿に感銘を受けました。 

また、子どもたちへの教育普及活動にも力を入れてお

り、千葉県内の子どもたちに出前授業（佐倉市では佐倉中学校）、全国各地へは「実験宅配便」を通じて、科学の楽

しさを届けています。研究への情熱と人への思いやりを感じる、心に残る時間となりました。その後、オークラアカ

デミアパークホテルにて洋食コースでゆっくりと交流。道の駅木更津「うまくたの里」で買い物をして帰路につきま

した。ゆっくりとしたスケジュールだったので、参加者同士の親睦を深めることもできた研修旅行となりました。 

かずさ DNA 研究所の情報誌をご紹介します。近年の研究で老化の「進みを遅らせる」

ことは可能と考えられるようになってきました。先日発行された『かずさＤNA 研究所 

ニュースレター９６号』では、分子レベルで明らかになってきた老化の仕組みを、わかり

やすく紹介しています。 

興味のある方は是非ご覧ください。 
 

「ようこそ！かずさＤＮＡ研究所へ」と温かく迎え
てくれ、「研究内容の説明と研究所の歴史」をとても
分かりやすく説明してくださいました。また、みんな
で DNA の抽出実験をし、ほんの少し研究員になった
気持ちになりました。 
 遺伝子レベルから癌や難病の遺伝子研究を 
行い、たくさんの病気を解明しています。 
その研究を基に、最近耳にする「分子標的薬」 
などの薬が創られているとの事。また暑さに 
強い野菜、病気に強い野菜なども遺伝子研究 
したりと、私たちの毎日の食卓に直結する凄い 
研究でした。 

広く社会に貢献している研究所がここ千葉県 
木更津市にありました。。 


